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Sun Control Station 2.2 ソフトウェ
アのインストール

このマニュアルでは、専用サーバーに Sun™ Control Station 2.2 ソフトウェアをイン
ストールし、管理対象の各ホストを準備するのに必要な情報について説明します。

このマニュアルには、次の作業が記載されています。

■ 9 ページの「Sun Control Station 2.2 ソフトウェアのインストール方法」
■ 11 ページの「管理対象ホストの準備方法」
■ 12 ページの「管理対象ホストの追加方法」
■ 12 ページの「V2.0 または V2.1 から管理対象ホストをアップグレードする方法」
■ 13 ページの「Sun Control Station ユーザーインタフェースのアクセス方法」
■ 15 ページの「Sun Control Station 2.2 ソフトウェアのアンインストール方法」
■ 16 ページの「ユーザーマニュアルの表示方法」
■ 16 ページの「ソフトウェアインストールのトラブルシューティング方法」

このマニュアルには、次の予備知識が記載されています。
■ 2 ページの「Sun Control Station ソフトウェアのインストールについて」
■ 3 ページの「Sun Control Station 2.2 インストール作業」
■ 3 ページの「インストール要件」
■ 7 ページの「Web ブラウザ」
■ 8 ページの「対応表」

注 – 判明している問題点については、この Sun Control Station 2.2 ソフトウェアに
付属の『Sun Control Station 2.2 リリースノート』を参照してください。
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Sun Control Station ソフトウェアのイン
ストールについて
Sun Control Station 2.2 ソフトウェアパッケージは、コントロールモジュールを実行
するエンジンであるコアフレームワーク、およびコントロールモジュール (AllStart、
Health Monitoring、Inventory、Lights Out Management (LOM)、Software 
Installer) の 2 つのコンポーネントから構成されます。

Sun Control Station 2.2 ソフトウェアパッケージは、ソフトウェアの実行とパッケー
ジファイルの保存に特化した専用サーバーにインストールしてください。以下、この
専用サーバーを「コントロールステーション」と呼びます。

注 – Sun Java™ Desktop System Configuration Manager ソフトウェアは、Sun 
Control Station 2.2 ソフトウェアと同一のサーバー上で安全に実行できます。

この Sun Control Station 2.2 ソフトウェアは、CD-ROM ドライブを搭載している
サーバーにインストールできるよう、CD-ROM で頒布されます。また、Sun 
Download Center (SDLC) からダウンロードして入手することもできます。

Sun Control Station 2.2 ソフトウェアではオペレーティングシステムの特定の領域が
変更されるため、サーバーで実行されているほかのプログラムが影響を受ける可能性
があります。ソフトウェアをアンインストールする場合は、特定のプログラムとディ
レクトリが削除されます。

Sun Control Station 2.2 ソフトウェアによって、OS に次の変更が加えられます。

■ Java™ Development Kit 1.4.2 をインストール
■ tomcat4 をインストールし、そのバージョンを使用 
■ tomcat4 のユーザーおよびグループを作成 
■ Web サーバーとして機能
■ 複数の cron ジョブを挿入 
■ PostgreSQL をセットアップ
■ /var に複数の logrotate ファイルを追加

.
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Sun Control Station 2.2 インストール作
業
表 1 に、Sun Control Station 2.2 ソフトウェアを専用サーバーにインストールし、管
理対象のホストをセットアップするのに必要な作業の概要を示します。すべての作業
を、記載されている順番に行なってください。

インストール要件
ここでは、Sun Control Station サーバーのソフトウェア要件とハードウェア要件を一
覧表示します。

表 1 Sun Control Station 2.2 ソフトウェアインストール作業

作業 手順

1 Sun Control Station 2.2 ソフト
ウェアを専用サーバーにインス
トールします。

9 ページの「Sun Control Station 2.2 ソフト
ウェアのインストール方法」を参照してくだ
さい。

2 hostinstall.pl スクリプト
を、管理対象のホストごとに実行
します。

11 ページの「管理対象ホストの準備方法」を
参照してください。

3 それぞれの管理対象ホストをコン
トロールステーションソフトウェ
アに追加します。

12 ページの「管理対象ホストの追加方法」を
参照してください。
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コントロールステーションのソフトウェア要件

注 – ソフトウェアインストールプログラムによって、表 2 に記載されているパッ
ケージがインストールされているかどうかが確認されます。パッケージのいずれかが
見つからなかった場合、ソフトウェアインストールプログラムは終了します。

表 2 コントロールステーションサーバーのソフトウェア要件

ソフトウェア要件 説明

オペレーティングシステム Sun Control Station 2.2 ソフトウェアは、次のオペレー
ティングシステムでテスト済みです。

• x86 上で稼動する Red Hat EL 2.1 ES/AS
• x86 および x86_64 上で稼動する Red Hat EL 3 AS
• x86 上で稼動する Red Hat ES
• x86 上で稼動する Red Hat 8.0
• x86 および x86_64 上で稼動する SuSe Linux 9.0

IP アドレス Sun Control Station ソフトウェアをインストールする
サーバーには、静的 IP アドレスが必要です。

必要なパッケージ Sun Control Station 2.2 ソフトウェアをインストールす
る前に、次のパッケージをサーバーにインストールす
る必要があります。

• Apache httpd 1.3 または 2.0.x
• CGI、DBD-Pg、DBI、Digest コンポーネントを搭載

した Perl 5.6 以降

• postgresql、postgresql-libs、
postgresql-server コンポーネントを搭載した 
PostgreSQL 7.2.x 以降

Allstart 向け

• anaconda-runtime-7.2-1 

• dhcp (バージョン 3 以降)
• nfs-utils-0.3.3-3 
• tftp-server-0.17-14 
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コントロールステーションのハードウェア要件

表 3 コントロールステーションサーバーのハードウェア要件

ハードウェア要件 説明

専用サーバー Sun Control Station 2.2 ソフトウェアを専用サーバー (コン
トロールステーション) にインストールします。

推奨構成 Sun Control Station 2.2 ソフトウェアを実行するサーバー
の推奨構成は次のとおりです。

• 1 GHz 以上の x86 プロセッサ 
• 1 G バイトの RAM
• RAID-1 (ミラー化) 設定になった 80 G バイトのハード

ディスクドライブ (HDD) 2 台
• root ディレクトリ (/) に 1 G バイト以上の空きディスク

容量

• /var ディレクトリに 1 G バイト以上の空きディスク容
量 

HDD にカスタムパーティションを作成するには、/scs 
ディレクトリと /var/tomcat ディレクトリを作成し、こ
の 2 つのディレクトリになるべく多くの空き容量を割り当
てます。

最小構成 Sun Control Station 2.2 ソフトウェアを実行するサーバー
の最小構成は次のとおりです。

• 600MHz の x86 プロセッサ

• 512 M バイトの RAM
• 40 G バイトのハードディスクドライブ 1 台
• root ディレクトリに 1 G バイト以上の空きディスク容量

• /var ディレクトリに 250 M バイト以上の空きディスク
容量 
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ポートの使用
Sun Control Station 2.2 ソフトウェアで使用できるように、コントロールステーショ
ンと管理対象ホストに次のポートが空いている必要があります。次の表に詳細を示し
ます。

表 4 コントロールステーションと管理対象ホストによるポートの使用

ポート プロトコル 使用先 注釈

22 TCP SSH • 発信接続で使用するために、コントロールステーションのこの

ポートは開放しておく必要があります。

• 着信接続で使用するために、管理対象ホストのこのポートは開放

しておく必要があります。

68 UDP DHCP • 着信接続で使用するために、コントロールステーションのこの

ポートは開放しておく必要があります。

69 UDP TFTP • 着信接続で使用するために、コントロールステーションのこの

ポートは開放しておく必要があります。

80 TCP HTTP (Apache) • 着信接続で使用するために、コントロールステーションのこの

ポートは開放しておく必要があります。

• 発信接続で使用するために、管理対象ホストのこのポートは開放

しておく必要があります。

623 UDP IPMI • 発信接続で使用するために、コントロールステーションのこの

ポートは開放しておく必要があります。

• 着信接続で使用するために、管理対象ホストのこのポートは開放

しておく必要があります。

5434 TCP PostgreSQL • コントロールステーションのこのポートは空き状態にしておく必

要があります。

8027 TCP tomcat4 • コントロールステーションのこのポートは空き状態にしておく必

要があります。ブラウザベースのユーザーインタフェースを

シャットダウンするのに使用されます。

8080 TCP tomcat4 • 着信接続で使用するために、コントロールステーションのこの

ポートは開放しておく必要があります。ブラウザベースのユー

ザーインタフェースに使用されます。

8443 TCP HTTPS (tomcat4) • 着信接続で使用するために、コントロールステーションのこの

ポートは開放しておく必要があります。ユーザーインタフェース

への SSL 接続に使用されます。
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Web ブラウザ
Sun Control Station をブラウザベースのユーザーインタフェース (UI) から管理する
には、cookie、階層式スタイルシート、および JavaScript™ ソフトウェアをブラウザ
で使用可能にする必要があります (これらの機能は通常、デフォルトで使用可能に
なっています)。

テスト済みのブラウザ

Sun Control Station 2.2 ソフトウェアは、次の組み合わせの Web ブラウザおよびプ
ラットフォームでテスト済みです。

Linux (Red Hat 7.3、Red Hat Enterprise Linux 2.1 ES) 
■ ブラウザ : Mozilla™ 1.2.1 

Microsoft Windows (NT 4.0)
■ ブラウザ : Internet Explorer 6.0

Solaris™ オペレーティングシステム (8.0 および 9.0)
■ ブラウザ : Netscape™ 7.0 

互換ブラウザ

Sun Control Station 2.2 ソフトウェアは、次のブラウザで正常に動作します。

■ すべてのプラットフォーム : Netscape 7.0、Mozilla 1.0.1 以降、Red Hat 
Enterprise Linux 3.0 ES、Mozilla Firefox 1.0

■ Microsoft Windows 98/NT/2000 : Internet Explorer 6.0

■ Mac OS X : Internet Explorer 5.2、Safari 1.0 (v85)、Camino 0.7、Mozilla 1.3.1 

一般に、ブラウザのリリース製品バージョンはベータバージョンより信頼性が高く、
またバージョンが新しいほど動作が安定しています。ブラウザプログラムの障害が 
Sun Control Station 上のデータに影響を及ぼすことはありません。

注 – Netscape 4.7x はサポートしていません。
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対応表
コア SCS (Sun™ Control Station) ソフトウェアと各種モジュールは、さまざまなプ
ラットフォーム上で実行でき、さまざまなオペレーティング環境をサポートしていま
す。ここでは、SCS ソフトウェアの各種パーツによって提供されるサポートを詳しく
説明します。

コントロールステーションサーバー

Red Hat x86 上で稼動する EL 2.1 ES/AS
x86 および x86_64 上で稼動する EL 3 AS
x86 上で稼動する EL 3 ES
x86 上で稼動する 8.0

SuSE x86 および x86_64 上で稼動する SuSE linux 9.0

Health Monitoring モジュールおよび Inventory モジュール搭載の Client Core

Solaris sparc および x86 上で稼動する Solaris 9

Red Hat x86 上で稼動する 7.3、8.0、9
x86 上で稼動する EL 2.1 WS/AS/ES
x86 および x86_64 上で稼動する EL 3 WS/AS
x86 上で稼動する EL 3 ES

SuSE x86 および x86_64 上で稼動する SuSE linux 9.0

JDS x86 上で稼動する Java Desktop System Release 1/2

Software Installer モジュール

Red Hat x86 上で稼動する 7.3、8.0、9
x86 上で稼動する EL 2.1 WS/AS/ES
x86 および x86_64 上で稼動する EL 3 WS/AS
x86 上で稼動する EL 3 ES

SuSE x86 および x86_64 上で稼動する SuSE linux 9.0

JDS x86 上で稼動する Java Desktop System Release 1/2

AllStart モジュール

Solaris x86 上で稼動する Solaris 9

Red Hat x86 上で稼動する 7.3、8.0、9
x86 上で稼動する EL 2.1 WS/AS/ES
x86 および x86_64 上で稼動する EL 3 WS/AS
x86 上で稼動する EL 3 ES
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Sun Control Station 2.2 ソフトウェアのイ
ンストール方法 
インストール方法を次から選択します。

■ Sun Control Station 2.2 ソフトウェアを CD-ROM からインストールします。

■ SCS2.2 ソフトウェアを Sun Download Center からダウンロードします。手順につ
いては、『Sun Control Station 2.2 リリース』を参照してください。

SCS2.2 ソフトウェアを CD-ROM からインストールするには

1. Sun Control Station 2.2 ソフトウェアに使用する専用サーバーを選択します。

その専用サーバーが推奨要件を満たしていることを確認します。3 ページの「インス
トール要件」を参照してください。インストールプログラムによって、記載されてい
るソフトウェアコンポーネントがインストールされているかどうかが確認されます。
いずれかのコンポーネントが見つからなかった場合、インストールプログラムは終了
します。

2. root ユーザーになります。次を入力します。

su root

3. CD をマウントします。

システムの fstab ファイルに次の行がある場合、 
/dev/cdrom  /cd  iso9660  ro,user,noauto,unhide

次のどちらかのコマンドを使用して CD をマウントできます。

mount /dev/cdrom

または

mount /cd

SuSE x86 上で稼動する SuSE Linux Professional 8.2
x86 および x86_64 上で稼動する SuSE Linux Professional 9.0、9.1

JDS x86 上で稼動する Java Desktop System Release 2

LOM モジュール

Red Hat x86 上で稼動する 7.3、8.0、9
x86 上で稼動する EL 2.1 WS/AS/ES
x86 および x86_64 上で稼動する EL 3 WS/AS
x86 上で稼動する EL 3 ES

SuSE x86 および x86_64 上で稼動する SuSE linux 9.0
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4. <cd_mount> ディレクトリに移動します。次を入力します。

cd <cd_mount> 

5. インストールスクリプトを実行します。次を入力します。

/bin/sh ./install/install

インストールプログラムによって、Sun Control Station 2.2 のソフトウェアライセン
ス契約が表示されます。このソフトウェアライセンス契約をよくお読みください。ソ
フトウェアライセンス契約の表示に続き、次のメッセージが表示されます。

Accept (A) / Decline (D)?

インストールを続行するにはキーボードの A キーを押します。インストールを中止す

るには、D キーまたは Q キーを押します。

インストールの進行に合わせて、情報メッセージやインストールに関するメッセージ
が画面に表示されます。

インストールが完了すると、その旨を示すメッセージが表示されます。

注 – インストールプロセス中に生成されたログファイルは、以下に保存されます。
/var/log/scs-install.log 

6. 管理対象の各ホストを準備します。

11 ページの「管理対象ホストの準備方法」を参照してください。

管理対象ホストの準備について
前バージョンの Sun Control Station とは異なり、Sun Control Station 2.2 にはクライ
アントごとに特殊用途のエージェントをインストールする必要がありません。ただ
し、クライアントを管理できるようにする前にいくつかの準備が必要です。

このプロセスは、Sun Control Station ソフトウェアのインストール中に生成される 
hostinstall.pl というスクリプトによって自動化されます。

この hostinstall.pl スクリプトは、特定のコントロールステ－ションのネット
ワーク構成に Sun Control Station 2.2 をインストールすると自動的に設定されます。
この hostinstall.pl スクリプトは、コントロールステーションの Web サーバー
から HTTP 経由で入手可能となります。

コントロールステーションからホストを管理するには、コントロールステーション用
に生成された hostinstall.pl のコピーを、管理対象ホスト上で実行する必要があ
ります。
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1 台のホストを複数のコントロールステーションから管理するには、複数の 
hostinstall.pl スクリプトのコピーを実行する必要があります。つまり、1 台の
コントロールステーションで 1 つのコピーを実行する必要があります。

hostinstall.pl スクリプトの実行

hostinstall.pl スクリプトをコントロールステーションの Web サーバーから取得
するには、wget などの標準のコマンド行ツールを使用できます。この 
hostinstall.pl スクリプトは、パス /pub/hostinstall.pl で利用できます。

たとえば、ホスト名 mycontrolstation から TCP/IP 経由でコントロールステーション
にアクセスできる場合、hostinstall.pl スクリプトは次の URL から取得できま
す。

http://mycontrolstation/pub/hostinstall.pl

この hostinstall.pl スクリプトは、SCP や FTP といった同類のツールを使用し
てホストに転送することも可能です。このスクリプトは、コントロールステーション
の以下のパスに格納されています。

/var/tomcat4/web/pub/hostinstall.pl

このマニュアルの手順では、hostinstall.pl スクリプトが現在作業中のディレク
トリに置かれていると想定して説明していきます。

管理対象ホストの準備方法
管理対象ホストの準備については、10 ページの「管理対象ホストの準備について」
を参照してください。Sun Control Station 2.0 または Sun Control Station 2.1 から管
理対象ホストをアップグレードするには、12 ページの「V2.0 または V2.1 から管理対
象ホストをアップグレードする方法」を参照してください。

1. hostinstall.pl スクリプトをコントロールステーションからホストに転送しま
す。

詳細については、11 ページの「hostinstall.pl スクリプトの実行」を参照してく
ださい。

2. hostinstall.pl スクリプトを実行可能形式にします。次を入力します。

chmod 700 ./hostinstall.pl

3. hostinstall.pl スクリプトを実行します。次を入力します。

./hostinstall.pl install

管理対象ホストの準備状況が表示されます。
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4. 準備が整った各ホストを Sun Control Station ソフトウェアに追加します。

12 ページの「管理対象ホストの追加方法」を参照してください。

V2.0 または V2.1 から管理対象ホス
トをアップグレードする方法
インストールプロセス時に、Sun Control Station 2.0 および 2.1 にクライアントエー
ジェントが使用されているかどうかが、hostinstall.pl スクリプトによって確認
されます。Sun Control Station 2.2 でホストを管理するには、古いエージェントソフ
トウェアを削除する必要があります。

古いクライアントエージェントを削除してセットアップを続行する前に、
hostinstall.pl スクリプトによって確認を求められます。このステップは無視し
て、確認を待たずに古いエージェントを削除することもできます。

● 確認を待たずに古いエージェントを削除するには、次を入力します。

./hostinstall.pl -y install

管理対象ホストの SSH ホストキーの確認プロセスを軽減するため、Sun Control 
Station ソフトウェアでは、ネットワーク上のマシンから公開ホストキーを自動的に
取得することができます。

そのホストの SSH ホストキーの指紋がすでにわかっていれば、そのホストを管理対
象としてコントロールステーションに直接追加できます。

管理対象ホストの追加方法
セキュリティ対策として、管理対象のホストを追加する前に、Sun Control Station 
2.2 ソフトウェアによって管理対象ホストの識別情報を確認するようメッセージが表
示されます。これによって、介入者攻撃や DNS なりすましなどにより、不注意に個
人情報が漏れる危険性をなくします。Sun Control Station 2.2 は、ホストの SSH ホス
トキーによってホストを識別します。

そのホストの SSH ホストキーの指紋がすでにわかっていれば、スキャンする手順を
飛ばし、そのホストを管理対象としてコントロールステーションに直接追加できま
す。そうでない場合は、次のいずれかの方法で管理対象ホストを追加することができ
ます。

■ 指紋自動スキャン
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■ 1 台ずつホストを手動で追加

■ 管理対象ホストをテキストファイルから追加

● 管理対象ホストを追加するには、Sun Control Station の UI を使って、『Sun Control 
Station 2.2 管理者マニュアル』の手順に従ってください。

Sun Control Station ユーザーインタ
フェースのアクセス方法 
Sun Control Station 2.2 ソフトウェアを専用サーバーにインストールしたら、ブラウ
ザベースのユーザーインタフェース (UI) から各機能を利用できます。

Sun Control Station の UI にアクセスするには、次の手順に従います。

1. ブラウザのウィンドウを開き、次の URL を入力します。

http://<IP_address_of_server> 

注 – SSL 接続を使用しない場合は、次の URL を入力します。
http://<IP_address_of_server>:8080/sdui/ 

「Login」ページが表示されます (図 1 を参照)。

ブラウザのウィンドウから UI にアクセスできない場合は、16 ページの「ソフトウェ
アインストールのトラブルシューティング方法」を参照してください。

2. ユーザー名に「admin」、パスワードに「admin」と入力します。

注 – ログインしたら、できるだけ早く admin パスワードを変更することをお勧めし
ます。『Sun Control Station 2.2 管理者マニュアル』の第 2 章「パスワード」の節を
参照してください。

3. 「Login」をクリックします。

Sun Control Station 2.2 ソフトウェアのメインのスプラッシュページが表示されます 
(図 2 を参照)。

admin パスワードは「Station Settings」メニューから変更できます。詳細は、『Sun 
Control Station 2.2 管理者マニュアル』の第 2 章を参照してください。
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図 1 Sun Control Station のログインページ

図 2 メインのスプラッシュページ
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Sun Control Station 2.2 ソフトウェアの
アンインストール方法 
Sun Control Station 2.2 ソフトウェアをアンインストールすると、ソフトウェアの
サーバー側コンポーネント、およびコントロールモジュールがすべてサーバーから削
除されます。

注 – アンインストールプログラムでは、エージェントや、ソフトウェアまたはコン
トロールモジュールのクライアント側コンポーネントは削除されません。

注 – Sun Control Station 2.2 ソフトウェアをアンインストールするときは、サーバー
から tomcat および jdk のほか、/scs/backups に格納されているコントロールス
テーションの状態のバックアップ、/scs/logs に格納されているコントロールス
テーションの活動のログを削除するかどうかの確認を求められます。

Sun Control Station 2.2 ソフトウェアをアンインストールするには、次の手順に従い
ます。

1. root ユーザーになります。次を入力します。

su root

2. uninstall ディレクトリに移動します。次を入力します。

cd /scs/uninstall 

3. アンインストールプログラムを実行します。次を入力します。

./uninstall

4. アンインストールを続行するかどうかの確認を求められます。デフォルトは N (いいえ)
です。

Y キーを押します。

5. 別のステップで、tomcat および jdk も削除するかどうかの確認を求められます。
これらのプロンプトのデフォルトは Y (はい) です。

各プロンプトで、Y キーまたは N キーを押します。

Y キーを押した場合は (デフォルト値を使用)、そのコンポーネントの RPM または
パッケージが削除されます。

N キーを押した場合、そのコンポーネントの RPM またはパッケージは削除されませ
ん。

6. アンインストール処理が続きます。
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ユーザーマニュアルの表示方法
UI から、PDF 形式のユーザーマニュアルにアクセスできます。Sun Control 
Station にサン以外のソフトウェアをインストールした場合は、そのソフト
ウェアに関連するマニュアルも利用できます。

ユーザーマニュアルの PDF ファイルを表示するには、次の手順に従います。

1. 右上のヘルプアイコンをクリックします。

別のブラウザウィンドウが開き、使用可能な PDF ファイルのリストが表示されま
す。

2. PDF ファイルのリンクをクリックします。

PDF ファイルをブラウザウィンドウで開くか、個人のコンピュータに保存できま
す。

各国語版のマニュアル

英語以外の言語の Sun Control Station 2.2 ソフトウェアのユーザーマニュアルを表示
するには、次にアクセスしてください。
http://docs.sun.com 

ソフトウェアインストールのトラブル
シューティング方法
インストールが完了した後に、問題が発生する場合があります。

ブラウザウィンドウから UI にアクセスできない場合は、tomcat4 がサーバーで起動
していない可能性があります。tomcat 4 を再起動するには、次の手順に従います。

1. tomcat4 を再起動します。

a. ssh で Sun Control Station サーバーにログインします。

b. root ユーザーになります。次を入力します。

su -

c. tomcat4 を終了します。次を入力します。

/etc/init.d/tomcat4 stop
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d. tomcat4 を起動します。次を入力します。

/etc/init.d/tomcat4 start

e. 複数の Java プロセスが実行されていることを確認します。次を入力します。

/bin/ps -ef | grep java 

実行中の Java プロセスがない場合は、手順 2 と 3 に進みます。

2. catalina.out ファイルのアクセス権を確認します。

UI がまだ表示されない場合は、/var/tomcat4/logs/catalina.out ファイルの
アクセス権を確認します。

ファイルの所有者およびグループはどちらも tomcat4 である必要があります。
tomcat4 でない場合は、次の手順に従って tomcat4 を設定します。

a. ssh で Sun Control Station サーバーにログインします。

b. root ユーザーになります。次を入力します。

su -

c. ファイルの所有者を変更します。次を入力します。

chown tomcat4:tomcat4 /var/tomcat4/logs/catalina.out 

d. tomcat4 を終了します。次を入力します。

/etc/init.d/tomcat4 stop 

e. tomcat4 を起動します。次を入力します。

/etc/init.d/tomcat4 start 

3. UI がまだ表示されない場合は、/var/lock/subsys/tomcat4 ファイルがあるかど
うかを確認します。

a. /var/lock/subsys/tomcat4 ファイルがある場合は、これを削除します。

b. 現在実行されている Java プロセスをすべて終了します。

c. tomcat4 を終了し、再起動します。
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